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お買い上げいただきありがとうございまず。 

I A 敬心 電気製品は安全のためのを意事項を守5ないと、火災や人 
|/!\言 d | 身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と製品の取り扱 
いかたを示しています。この取扱説明書をよ<お読みのラえ、製品を安 
全にお使い < ださい。 

お読みになったあとは、いつでも見5れるところに必ず保管してくださ 
い。 
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A 警告安全のために 


ソニー 製品は安全に十分配慮して設計されています。しかし、電気製品はす 
ベて、まちびった使いかたをすると、火災や感電などによ0人身事故になる 
ことがあ0危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守り<ださい。 


安全のためのま意事項を守る 


この「安全のために」のま意事項をお読みください。製品全般のま意事項び 
記載されています。 


定期的に点検ずる 


1年に一固ま、故障したまま使用していないか、などを点検してください。 


故障した 5 使わない 


動作びおかしくなった0、破損しているのに気づいた5、すぐにソニーの相 
談窓□またはお買い上げ店、またはソニーのサービス窓口に修理をご依頼< 
ださい。 


万一、異常が起きた 5 


• 変な音、においびした5 
• 煙び出た5 
• 液漏れした5 



〇電源コンセントか6電源プラグを 
抜く。 

〇お買い上げ店またはソニーのサー 
ビス窓口に修理を依頼ずる。 


警告表示 C 

取扱説明書3 
をよく理解し 

D 意味 

3よび製品では、次のよラな表示をしています。表示の内容 

J てか5本又をお読みください。 

この表示のを意事項を守らないと、火災-感電などによ 

0死 t や大けびなど人身事故の原因とな0ます。 

1この表术のを意事項を守5ないと、感電やその他の事故し 

1よりけがをしたり周辺の家財に損害を与えたりすること 
びあ0ます。 

IA 警告 1 

IA 注意 

ま意を促ず記号 巧為を禁止ずる記号 

A A 0 ( S ) ® (D 

火災 感電 禁止 接細禁止分解禁止めれ手禁止 



A 下記のま意を巧 6 ないと 

Mi ZZA 义災•感電にょ 0 死亡ゃ大けび 

火災 感電 の原因となりまず。 

IA 警告 


内部に水や異物を入れない。 

水や異物び入ると火がや感電の原因になりまず。万一、水や 
異物び入ったとさは、接続している機器から D に ITAL MEDIA 
PORT ケープルを揽き、お買い上げ店またはソニーのサービス 
窓□にご相談ください。 

内部をむやみに開けない。 

本体はむやみに開けたり改造したりすると火がや感電の原因 
となります。 


0 

禁止 

分解禁止 


めれた手でさわ6ない。 

感電の原因となることびあります。 


めれ手禁止 


本体を布団などでおおったが態で使わない。 

熱びこわってケースび蜜形したり、火災の原因となることびあ 
ります。 


0 

禁止 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所では使わない。 

上記のよラな場所で使ラと、火災や感電の原因となります。 


0 

禁止 


端子を金属でショートさせない。 

火災や感電の原因となりまず。 


0 

禁止 


I A す ± 1 下記のま意を守 6 ないとけ方 S をしたり周辺の家財に 
l /r いェ后、 I 損害を与えた0ずることがちりまず。 


指定於がの機器に使わない。 

火災やけびの原因となることびあります。 

0 

禁止 

を定した場所に置 <。 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品び落ち 
てけびの原因となることびあります。 

0 

禁止 

コード類は正しく酉己置ずる。 

コード類は足に引っかけたりして引っぱると製品の落下や転 
倒などによりけびの原因となることびあるため、十分注意し 
て接続•配置して < ださい。 



巧をかけたり、毛足の長いじゅラたんや布団の上または壁や家具に密接して 
置いて、通風孔をふさぐなど、自然放熱の巧げになるよラなことはしないで 
ください。過熱して火災や感電の原因となることびあります。 


機器は電源コンセントのおくでお使いください。異常な音やにおい、煙びで 
たとさはすぐに電源コンセントか5電源プラグを抜さ、電源を遮断してくだ 
さし、。 


I 巧証書とア フターサー ビス 


I ほ用上のごを意 


保記 書 

• この製品には保罰書び添付されていますので、お買い上げの隙お買い上げ 
店でお受け取り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保管して < ださ 
い。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 


調テが悪いとをはまずチIックを 

この取扱説明書をわう一度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさはサービスへ 

ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓□の 
ご案内」にあるおおくのソニーのサービス窓□にご相談くださし、。 


保証期間中は 

保証書の記載内容に基づいて交換させていたださます。詳しくは保証書を 
ご覧くださし、。 


お問い合わせ窓□のご案内 

本機についてご不明な点や、技術的なご質問、故障と思われるときのご相 
談については、下記のお問い合わせ先をご利用くださし、。 

• ホームページで調べるには 与 > 

ホームシアターカスタマーヴポート 

(http://www.sony.jp/products/Consunner/honnetheater/ 

support.html) 

または 

AV/HiFi Audio カスタマーヴポートへ 

(http://www.sony.jp/products/Consumer/AV-HiFi/support/ 

index.html) 

最新サポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答をご案内して 
います。 

• 電話- FAX でのお問い合わせは-> ソニーの相談窓□へ 
(下記電話- FAX 番号） 

お問いをわせの隙は、次のことをお巧5せください。 

-型名： TDM - NW 10 

-製造(シ U アル)番号：本体底面のラベルに記載 
-ご相談内容：でさるだけ詳しく 
-お買い上げ年月日 


よくあるお問い含わせ、窓口受付時間などはホームページをご活用ください。 

http://www.sony.co.jp/support 


使い方相談な口 I 修理巧設な口 


フリーダイヤル 

. 0120 -333-020 

携帯電話 • PHS . —部の IP 電話 

04巨目-31-2已11 


フリーダイヤル 

. 01吕 0- 吕 22-330 

携帯電話’ PHS ’ 一部の IP 電話 

. 04巨巨-3 1-2 己31 

※取扱説明書‘ I 」モコン等の購入相談は 
こち5へお問い合わせください。 



FAX (共通）0120 -333-389 


上記番号へ接続後、最初のガイダンスが流れている間に 

r 3 oij + r#j を押してください。直接、担当窓□へおつなぎしまず。 


ノニー株式会社 〒1日 8-0075 東京都港区港南 1-7- 


置いてはいけない場戸斤 

使巧中、イ呆管中にかかわ5ず、次のよラな場所に置かないで<ださい。故障 
の原因にな0ます。 

• 異常に高温になる場所 

炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は特に高温にな0、放置すると変 
形したり、故障した0することびあります。 

• 直射曰光の当たる場所、熱器具のお< 

変形した D 、 故障したりすることびあります。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂おなどの砂ぼこりのをい場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所などでは、砂びかか5ないよ 
ラにして<ださい。故障の原因になるばか0か、修理でをな<なることを 
お0まず。 

• 安定していない場所 
製品び落ちてけびや故障の原因とな0ます。 


使用について 

• 強い衝撃を与えたり、落としたりしないでください。 

. 本機や D に ITALMEDIA PORT ケーブルび破損している場合や、本機を落 
とした場合は使わないでください。 

• TV やラジオの近くで使わないで < ださし、。 

TV やラジオに雑音び入ることびあ0ます。 

. 本箱やキャビネットなど、狭い空間に据え付けて使わないで<ださし、。 

お手入れについて 

• 金属の接触部分は、いつをきれいな状態を保ってください。 

• ミちれびついたときは、柔5かい布やティッシュペーパーなどで、きれいに 
拭さ取ってください。汚れびひどいとさは、水でラすめた中性洗剤に柔5 
かい巧をひたし、固くしぼってか日ミちれを拭き取り、乾いた巧で仕上げて 
ください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでください。変質したり、 
塗装びはびれた0することびあります。 

• 化学ぞラきんをご使用の隙は、そのを意書きに従ってくださし、。 

• 殺虫剤のよラな揮発性のちのをかけたり、ゴムやビニール製品に長時間接 
軸させると、変質したり、塗装びはびれたりすることびあ0まず。 

機銘板の位置について 

機銘板は本機の底面に表示しています。 


I まな仕様 


WM - P 0 RT (22 ピン）コネクター: 

ウオークマン用 

対応機種は、 （ httpy / www . sony . co . jp / walkman - support ) 参照 
D に ITALMEDIA PORT コネクター （18 ピン）： 

DIGITAL MEDIA PORT 端子搭載機器用 
D に ITAL MEDIA PORT ケーブル長: 1.5 m 
電源 ： DC 5 V 、 0.7 A 

最大外形寸法：約 80 mmx 25 mm 〔直径 x 高さ、最大突起含む） 

(ただし 、 DIGITAL MEDIA PORT ケーブルは含まず） 
質量：約180 g (DIGITAL MEDIA PORT ケーブルを含む） 


I 商標等 


• "ウォークマソ’、‘ ‘ WALKMAN "、" WALKMAN " □コは、ソニー株式尝社の 
登録商標です。 

• 聞 uetooth ワードマークと□コは 、 Bluetooth S に， Inc . の所有であり、ソ 
ニー株式尝社はライセンスに基づをこのマークを使巧しています。他の 
トレードマークおよびトレード名称については個々の所有者に帰属する 
をのとします。 

• " D に ITAL MEDIA PORT "、" DMP 0 RT " は様々なポータブルオーディオ機 
器とソニーの AV 商品とを接続する規格の名称でず。 






































































準備する 


付属品を確かめる 

本機の付属品は、け下のとおりです。 

• DIGITAL MEDIA PORT アダプター ( 1 ) 



• 取扱説明書 （1)( 本書） 

• 保証書 （ 1 ) 

• ソニーご相談窓□のご案内 （1) 


その他の必要なものを確かめる 

本機を使5には、その他に liTF のちのび必要です。 

. ウオークマン （ WM - PORT 端モ搭載） 

本機に対応する機種について詳しくは、ホームシアターシステム 
サポート-お問い合わせのホームページをご覧ください。 
http :// www . sony . jp / support / home - theater / index.html 
上記トップ画面から、 [ DMP 0 RT 接続機器情報]をク I 」ックすると 
ITDM - NWI 0」のページに進むことびでをます。 

• ウ オーク マン用アタッチ ント 

本機を使用ずるときは、丸型のアタッチメントび必要でず。 

お使いのウオークマンに丸型アタッチメントび付属されていない場合 
は、ご購入していただく必要びあります。 

ウオークマン用アタッチメントについて詳しくは、上記の ITDM - 
NW 10」 のホームページでご確認くださし、。 

• D に ITALMEDIAPORT 端テ搭載 AV 機器 


アタッチメントをセットずる 

本機を使用するとをは、お使いのウオークマン用のアタッチメントをセット 
してください。アタッチメントを取り付けるには、アタッチメントのウオー 
クマン□コ‘マーク側にある2力所のツ^を本機の巧の位置にをわせて先に 
はめ込んでか!5 □コ‘マークの反対側を指で押し込みます。 


本機 



(お使いのウオークマンによって、 

T 夕つ子木 V 卜の形状び異なりま 
す。） 

取りはずずには 

アタッチメントを取りはずずには、イラストのよラにアタッチメントの凹み 
部分を本機背面側に強く押しなび50、マーク(〇〇〇)の位置を上から強く押 
します©。 



I る部の名前 



の WM - P 0 RT コネクター (ウ ォークマン 接続用） 
ウォークマンを接続します。 

回 DIGITAL MEDIA PORT ケースレ 

AV 機器の D に ITAL MEDIA PORT 端モ ( DMP 0 RT 端子)に接続します。 



1 AV 機器の電源を切り、本機の D に ITAL MEDIA PORT 
ケーブルを AV 機器の D に ITAL MEDIA PORT 端子 
(DM PORT 端子)に接続ずる(①)。 

2 接続した AV 機器の電源を入れ、フアンクシヨンを 
DM PORT に切り替える。 

DIGITAL MEDIA PORT 機能の選択について詳しくは、お使いの AV 機器 
の取扱説明書をご覧<ださい。 

3 ウ ォーク マンをセットずる（⑤）。 

ごミち意 

ウォークマンを本機の奧までしっか0と挿し込んでくださし、。 


I ウォークマンの音楽を楽しむ 


本機び接続されている AV 機器のボタンやリモコンを使って 
ウォークマンの音楽を楽しむことびできまず。 

ウオークマンを音楽再生する状態にしたあと、次のボタンでウオークマンの 
基本操作びでさます。 


ボタン 

操作 


► 再生 

II/B 

- 時停止/停止 


1 

曲の頭だし 

長押しで早戻し/早送り 



早戻し/早送り 


♦/♦* 

フオルダの選択 


VOLUME+/- 

音量調整 



ウオークマンの機種により動作しない、ちしくは動作び異なることびあり 


ます。 

ご注意 

• 聞 uetooth ® 機能付きのウオークマンは、 Bluetooth 機能を解除してか5 
お使いくださし、。 

• 音声び出力されないなど動作びおかしいときには、本機か日ウオークマン 
をいったんがし、再びセットしてか5再生してくださし、。 

• 本機を AV 機器に接続しているときは、本機にセットしたウオークマンの 
へッドホン端子には音声は出力されません。 

• FM チューナーやワンセグチューナー搭載のウオークマンを本機にセット 
すると、放送び受信でをなかった0、感度び低下することびあります。 

• ウオークマンのサウンドモードはノーマル（フラツト）でお使いください。 
• 本機はビデオ出力に対応していません。 

• 音量を調節する場合は、接続した AV 機器のボタンや U モコンを使用して 
ください。ウオークマンで音量を調節してち音量は変わ0ません。 


I ウォークマンを巧電する 


1 接続した AV 機器の電源を入れる。 

2 ウ ォーク マンをセットずる（⑤）。 

充電び始まります。充電時間は、ウォークマンの機種によって異なりま 
ず。詳しくは、お使いのウォークマンの取扱説明書をご覧ください。 

ご注意 

• ウォークマンを本機の奥までしっかりと挿し込んでください。 

• 接続している AV 機器によっては、電源スタンバイ状態になっているとき 
にウォークマンは充電されません。 




































































































